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研究成果の概要（和文）：「絵本の読み合わせとJAZZの融合ライブイベント」を通して、絵本の読み合わせや楽
器演奏を対象者が見聞きするという体験によって、視覚的刺激や聴覚的刺激、新奇性や非日常性、ライブ演奏へ
の直接的な接触感が、どのように心の健康回復・維持・増進に影響を与えているかを生理学的指標によって科学
的に証明するアクションリサーチを行なった。
　蓄積した研究データ分析の結果、生理指標を用いて絵本の読み合わせとJAZZの音楽が、聞き手の心の健康の回
復やストレス緩和に役立つことを明らかにすることができた。また、それらの研究成果を国内外の学会や講演会
で発表すること、さらに研究成果を書籍として出版することができた。

研究成果の概要（英文）：Using a live event that combined reading picture books together and 
performing jazz, I conducted an action research to scientifically verify how visual and auditory 
stimulations, a sense of novelty and extraordinariness, and the direct feeling of coming in contact 
with live performances, affected the recovery, maintenance and boosting of the mental health of 
subjects who experienced listening to, and seeing, performers read various picture books together 
and play musical instruments. 
By analyzing the accumulated research data, I was able to show, using physiological indices, that 
reading picture books together and listening to the music of jazz helped to restore the listeners’ 
mental health and ease their stress. I was also able to present these research findings at academic 
meetings and lectures held both in Japan and overseas.

研究分野：臨床心理学

キーワード： 絵本の読み合わせ　JAZZのリズム　視覚的刺激　聴覚的刺激　生理学的指標　中枢神経系　自律神経系
　心の健康
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 近年、脳神経科学の分野で様々な研究が行
われるようになり、神経活動を反映した生体
信号から人間の感情を客観的に評価する方法
が注目されている。筆者は本研究までに、「絵
本の読み合わせを用いた臨床心理面接」を不
登校の児童・生徒を対象に実施し、絵本の読
み合わせが臨床心理学的に有効な方法であり、
心理的な不安やストレスの軽減に繋がること
を証明してきた（増田,2010等)。一方で音楽
療法はホスピス等の臨床現場で多く活用され
ている。筆者は絵本の読み合わせの効果を更
に高めるため、音楽の持つ癒しの力に注目し、
本研究を実施する前は、毎年「絵本とJAZZの
融合ライブイベント」を、高齢者施設や東日
本大震災の被災地の仮設住宅等で実施してき
た。その結果、絵本の読み合わせとJAZZの音
楽が、聞き手の心の健康の回復やストレス緩
和に役立つことを質問紙調査で明らかにでき
た。しかし生理学的指標を用いた調査につい
てはサンプル数が少なく、検証に耐えられる
だけの十分な客観的根拠を得るには至ってい
なかった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、ライブでの絵本の読み合わせや
演奏を見聞きするという体験による視覚的
刺激や聴覚的刺激、新奇性や非日常性、ライ
ブ演奏への直接的な接触感が、人の心の健康
の回復・維持・増進に有効な手段であること
を生理学的指標によって科学的に証明する
ためのアクションリサーチである。筆者は、
臨床心理面接や「絵本の読み合わせと JAZZ
の融合ライブイベント」での質問紙調査等を
通じて、絵本の読み合わせと JAZZ 音楽の組
合せが、聞き手のストレス緩和や心の健康へ
及ぼす臨床心理学的な有効性についてのデ
ータをこれまで蓄積してきた。本研究は、上
記の研究成果に、より堅固な科学的根拠を与
えるものとなる。本研究を機に、絵本や音楽
（リズム）の活用が心の健康に有効な手段で
あることを提言し、心理的な課題を抱える人
たちに関わる臨床心理全般への幅広い応用
を可能にすることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、筆者の本研究までに亘る東日本
大震災復興支援の実績（人的ネットワーク）
を生かしたアクションリサーチである。これ
までの実績を基に、東北地方 5県の東日本大
震災の被災地 10 箇所程度で、仮設住宅、高
齢者施設、障害者施設等を中心に「絵本の読
み合わせと JAZZ の融合ライブイベント」を
行い、そこでデータ収集を行う。研究計画・
方法（概要）は下記の通りである。本研究で
は、平成 28年 4月～8月：調査実施（データ
収集）、平成 28 年 9月～平成 29年 3月：デ
ータ分析、平成 29 年 4月～平成 30年 3月：
国内外での学会発表 2回、及び論文投稿、そ
して著書を出版することとした。 

 
A. 調査の概要 
(1)期間 平成28年4月～同年8月 
(2)場所 東北地方の被災地 10箇所程度。 
それぞれの県の1回の訪問につき2,3箇所で実
施。尚、実施予定場所はこれまで筆者が訪問
した時のネットワークを活かし、事前に情報
収集を行い、被災地の方々の負担が少ない形
で介入できる場所を選ぶこととした。市立図
書館のホールや仮設住宅の集会所等が候補地
であった。 
(3)対象者 100人程度（子ども：5歳～12歳 
高齢者：65歳以上）。今回、「絵本の読み合
わせとJAZZの融合ライブイベント」に参加す
る対象者を実験群、筆者の先行研究において、
絵本の読み合わせのみを実施した対象者のデ
ータを対照群とする。 
※なお、研究趣旨説明及び同意取得の上、実
験を行った。 
(4)調査協力者 
調査実施にあたっては、立命館大学人間科
学研究所の筆者のプロジェクトに参加してい
る研究員や大学院生に調査補助を依頼した。
また、プロサックス奏者の福本陽子氏ら「福
本陽子カルテット」にJAZZ演奏を依頼した。 
(5)調査内容・方法 
「絵本の読み合わせとJAZZの融合ライブイベ
ント」（以下、イベントと記載）を上記場所
にて実施した。本研究では、従来実施してい
た質問紙調査ではなく、より客観的な指標と
して生理学的指標を用いた。具体的には、イ
ベント実施直前と直後の生体の自律神経系活
動や中枢神経系活動を反映した感性情報とし
て、サーモグラフィーにより鼻部上部の表面
皮膚温度を測定した。また、心拍変動測定器
にて心拍変動数を測定した。また、深層心理
に与える効果も考えられることから、絵画療
法（投影法の一種）における人物画の塗色（人
物彩色法）を用いて、対象者のイベント直前
と直後の塗色の変化過程を記録した。これら
収集したデータを元に、絵本とJAZZが生体に
与える影響、深層心理に与える影響等の検証
を行った。 
 (6)使用する主な器具 
使用する絵本は、筆者がこれまでこども図
書館や高齢者の介護施設などで行った絵本の
読み合わせ活動における質問紙調査（2014 立
命館大学心理・教育相談センター年報 第12
号 Vol.16）から「心が癒された絵本・心がリ
ラックスした絵本」として明らかになった「童
謡絵本」や「わらべ歌の絵本」など、乳幼児
や高齢者の男女問わず多くの方に支持された
リズム感（音楽）のある絵本を選択した。 
使用する音楽は、筆者が東日本大震災以降、
毎年協力して「絵本の読み合わせと JAZZ の
融合ライブイベント」を行ってきたプロサッ
クス奏者の福本陽子氏ら「福本陽子カルテッ
ト」の協力のもと行った。福本氏らは、本研
究の意義（より多くの人の心の健康増進に役
立てるという目的）への理解が深く、これま



での「
ブイベント」
にフィットした質の高いライブ演奏を提供
してくれていたのが理由である。また、福本
氏らに依頼することで、これまでと選曲基準
や演奏の質などの基準を同一にでき、蓄積さ
れたデータとの対照が可能となった。
使用した器具は、赤外線サーモグラフィー
（NECAvio Thermo GEAR G100
定 器、デジタルビデオカメラ（
HDR-P
おける人物画の塗色（人物彩色法）テスト用
紙とした。
 
 B. データ分析
(1)方法
実験群と対照群のイベント直前と直後にサ
ーモグラフィーで測定した鼻部上部の表面
温度の平均点、心拍変動数の平均点を比較し、
t 検定により有意差がみられるかを分析した。
イベント直前と直後に塗色した人物画につ
いては、色彩心理学に基づき、評定者
独立に評定して色の変化を分析した。上記の
分析結果の関連については、相関分析などを
用いて分析することとした。
なお、
得られている結果であり、参考情報として記
載する。
筆者は本研究までの
保育園の乳幼児などを対象に
読み聞かせを行なっている。その際、サーモ
グラフィーで鼻部上部の表面皮膚温度を測
ってみたところ、絵本の読み聞かせ前後にお
いて鼻部上部の表面皮膚温度が上昇してい
る（副交感神経が優位に働く）ことが明らか
となった（北國新聞
刊、や「今、ここ」で人間関係をつなぐ絵本
の活用＜演習編＞
に生かすプログラムとワークショップの実
践―リエゾンブックレット
部 第４号）。鼻の上部の皮膚温度は、副交
感神経の働きが増して心身が落ち着いた状
態になると上昇する。従って、絵本を読み聞
かせると不安やストレスが緩和され、心身が
リラックスする効果があることが生理学的
なデータからも明らかになった（平成
10 月「日本自律神経学会」、及び
臨床生理学会」にて口頭発表）。また、「絵本
のひとり読みにおける生理指標の変化
鼻部皮膚温度と心拍数の測定から―」（平成
24 年
孤独に絵本をひとりで読むよりも誰かと一
緒に「読み合わせる」方がより効果的である
ことを明らかにした。
     
(2)分析協力者
医学的データ解析（心拍変動）は日本大学
医学部小沢友紀夫教授他
の研究員
広島国際大学、寺沢英理子教授に協力をお願

での「絵本の読み合わせと
ブイベント」においては読み手や絵本の描写
にフィットした質の高いライブ演奏を提供
してくれていたのが理由である。また、福本
氏らに依頼することで、これまでと選曲基準
や演奏の質などの基準を同一にでき、蓄積さ
れたデータとの対照が可能となった。
使用した器具は、赤外線サーモグラフィー
NECAvio Thermo GEAR G100
定 器、デジタルビデオカメラ（
PJ540）、絵画療法（投影法の一種）に
おける人物画の塗色（人物彩色法）テスト用
紙とした。 

データ分析 
方法 
実験群と対照群のイベント直前と直後にサ
ーモグラフィーで測定した鼻部上部の表面
温度の平均点、心拍変動数の平均点を比較し、
検定により有意差がみられるかを分析した。
イベント直前と直後に塗色した人物画につ
いては、色彩心理学に基づき、評定者
独立に評定して色の変化を分析した。上記の
分析結果の関連については、相関分析などを
用いて分析することとした。
なお、下記内容は、筆者の先行研究で既に
れている結果であり、参考情報として記
載する。 
筆者は本研究までの
保育園の乳幼児などを対象に
読み聞かせを行なっている。その際、サーモ
グラフィーで鼻部上部の表面皮膚温度を測
ってみたところ、絵本の読み聞かせ前後にお
いて鼻部上部の表面皮膚温度が上昇してい
る（副交感神経が優位に働く）ことが明らか
となった（北國新聞
刊、や「今、ここ」で人間関係をつなぐ絵本
の活用＜演習編＞
に生かすプログラムとワークショップの実
践―リエゾンブックレット
第４号）。鼻の上部の皮膚温度は、副交
神経の働きが増して心身が落ち着いた状
態になると上昇する。従って、絵本を読み聞
かせると不安やストレスが緩和され、心身が
リラックスする効果があることが生理学的
なデータからも明らかになった（平成
月「日本自律神経学会」、及び
臨床生理学会」にて口頭発表）。また、「絵本
のひとり読みにおける生理指標の変化
鼻部皮膚温度と心拍数の測定から―」（平成
年 日本自律神経学会にて口頭発表）では、
孤独に絵本をひとりで読むよりも誰かと一
緒に「読み合わせる」方がより効果的である
ことを明らかにした。
        
分析協力者 
医学的データ解析（心拍変動）は日本大学
医学部小沢友紀夫教授他
の研究員に、人物画の塗色（人物彩色法）は
広島国際大学、寺沢英理子教授に協力をお願

絵本の読み合わせと JAZZ
においては読み手や絵本の描写

にフィットした質の高いライブ演奏を提供
してくれていたのが理由である。また、福本
氏らに依頼することで、これまでと選曲基準
や演奏の質などの基準を同一にでき、蓄積さ
れたデータとの対照が可能となった。
使用した器具は、赤外線サーモグラフィー
NECAvio Thermo GEAR G100）
定器、デジタルビデオカメラ（

）、絵画療法（投影法の一種）に
おける人物画の塗色（人物彩色法）テスト用

 

実験群と対照群のイベント直前と直後にサ
ーモグラフィーで測定した鼻部上部の表面
温度の平均点、心拍変動数の平均点を比較し、
検定により有意差がみられるかを分析した。
イベント直前と直後に塗色した人物画につ
いては、色彩心理学に基づき、評定者
独立に評定して色の変化を分析した。上記の
分析結果の関連については、相関分析などを
用いて分析することとした。
下記内容は、筆者の先行研究で既に
れている結果であり、参考情報として記

筆者は本研究までの 3 年の間、幼稚園児や
保育園の乳幼児などを対象に
読み聞かせを行なっている。その際、サーモ
グラフィーで鼻部上部の表面皮膚温度を測
ってみたところ、絵本の読み聞かせ前後にお
いて鼻部上部の表面皮膚温度が上昇してい
る（副交感神経が優位に働く）ことが明らか
となった（北國新聞 平成 22
刊、や「今、ここ」で人間関係をつなぐ絵本
の活用＜演習編＞ ―絵本を発達教育場面
に生かすプログラムとワークショップの実
践―リエゾンブックレット 
第４号）。鼻の上部の皮膚温度は、副交
神経の働きが増して心身が落ち着いた状
態になると上昇する。従って、絵本を読み聞
かせると不安やストレスが緩和され、心身が
リラックスする効果があることが生理学的
なデータからも明らかになった（平成
月「日本自律神経学会」、及び
臨床生理学会」にて口頭発表）。また、「絵本
のひとり読みにおける生理指標の変化
鼻部皮膚温度と心拍数の測定から―」（平成
日本自律神経学会にて口頭発表）では、

孤独に絵本をひとりで読むよりも誰かと一
緒に「読み合わせる」方がより効果的である
ことを明らかにした。 

    

医学的データ解析（心拍変動）は日本大学
医学部小沢友紀夫教授他ＭＪＧ心血管研究所
に、人物画の塗色（人物彩色法）は

広島国際大学、寺沢英理子教授に協力をお願

JAZZ の融合ライ
においては読み手や絵本の描写

にフィットした質の高いライブ演奏を提供
してくれていたのが理由である。また、福本
氏らに依頼することで、これまでと選曲基準
や演奏の質などの基準を同一にでき、蓄積さ
れたデータとの対照が可能となった。 
使用した器具は、赤外線サーモグラフィー

）、心拍変動測
定器、デジタルビデオカメラ（ SONY 

）、絵画療法（投影法の一種）に
おける人物画の塗色（人物彩色法）テスト用

実験群と対照群のイベント直前と直後にサ
ーモグラフィーで測定した鼻部上部の表面
温度の平均点、心拍変動数の平均点を比較し、
検定により有意差がみられるかを分析した。
イベント直前と直後に塗色した人物画につ
いては、色彩心理学に基づき、評定者 3名で
独立に評定して色の変化を分析した。上記の
分析結果の関連については、相関分析などを
用いて分析することとした。 
下記内容は、筆者の先行研究で既に
れている結果であり、参考情報として記

年の間、幼稚園児や
保育園の乳幼児などを対象に 1対 1で絵本の
読み聞かせを行なっている。その際、サーモ
グラフィーで鼻部上部の表面皮膚温度を測
ってみたところ、絵本の読み聞かせ前後にお
いて鼻部上部の表面皮膚温度が上昇してい
る（副交感神経が優位に働く）ことが明らか

22 年 5月 28 日朝
刊、や「今、ここ」で人間関係をつなぐ絵本

―絵本を発達教育場面
に生かすプログラムとワークショップの実

 北陸学院出版
第４号）。鼻の上部の皮膚温度は、副交
神経の働きが増して心身が落ち着いた状
態になると上昇する。従って、絵本を読み聞
かせると不安やストレスが緩和され、心身が
リラックスする効果があることが生理学的
なデータからも明らかになった（平成 22
月「日本自律神経学会」、及び 11 月「日本
臨床生理学会」にて口頭発表）。また、「絵本
のひとり読みにおける生理指標の変化 
鼻部皮膚温度と心拍数の測定から―」（平成
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さらに、以下の研究成果も併せて得ることが
できた。 
 JAZZのリズムを司るドラムのリズム（写真1）
や、JAZZとのコントロール群として絵本との
読み合わせに使用した和太鼓 (写真2)やアフ
リカの太鼓(写真3)が、聞き手にインパクトを
与えていることが、質問紙調査で明らかにで
きた。しかし生理学的指標を用いた調査につ
いてはサンプルが少なく、検証に耐えられる
だけの十分な客観的根拠を得るには至ってい
ない。 

  
写真 1：絵本と JAZZ の融合の後ドラムに興味
を示し、ドラムをたたき始めた対象者（精神
障碍者自立支援施設の青年） 宮城県石巻市
にて  

  
写真 2：絵本と和太鼓の融合に興味を示し共
に演奏している子供の対象者（児童養護施設
の子供たち） 京都醍醐寺にて  
 

    
写真 3：絵本と民族楽器(太鼓)の融合で、サ
ンバの太鼓に興味を示し共に演奏する対象
者（復興地：福島県いわき市の人たち）：東
京の復興地イベントにて 
 
 以上のことから、「絵本の読み合わせと
JAZZ 音楽の組合せ」は、絵本や音楽（リズム）
の活用（臨床心理学的介入）が心の健康の回
復・維持・増進に対して有効な手段の一つと
なり、心理的な課題を抱える人たちに関わる
臨床心理全般への幅広い応用を可能にする
ものになると考えられた。 
 
（2）研究の課題と展望 
 筆者は本研究において臨床心理学に基づ
き、「絵本」と「音楽」のリズムに「リラッ
クス効果」「ストレス緩和」等の効果がある
ことを実証した。今後は、地域住民を巻き込
んだ来場者参加型の「絵本の読み合わせと太
鼓のコラボレーション」を通し、視覚的刺激
や聴覚的刺激、新奇性や非日常性、ライブ演
奏への直接的な接触感が人々の心の健康の

回復や維持、増進に有効な手段であることを
生理学的指標や情報処理画像システムを用
いて可視化し、科学的に証明することである。 
今後の研究を元に、絵本と音楽（リズム）、
特に日本の祭り等で用いられている太鼓の
活用が地域で暮らす人々の心の健康に有効
な手段であることを提言し、これらの学術研
究成果を、「地域コミュニケーションの活性
化」「親子のコミュニケーションのエンパワ
メント」「高齢者層の社会参加」等の地域振
興に生かしていきたい。 
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